
［労災保険］仕事中、通勤途中のけがや疾病によって、治療や休業が必要な場合に治
療費や休業補償給付などを行う保険。［雇用保険］従業員が仕事を辞めなければならな
くなったときに、次の就職先が決まるまでの生活保障。［代行委託のメリット］①面倒
な事務手続きを任せることで、事業に専念できる。 ②労働保険料分納可能（年3回）③
家族専従者も労災保険に加入可能（特別加入）

労働保険の
メンテナンス
代行します 京都府料理飲食業福祉厚生事業協会☎075(252)0287お問い合わせ

飲食店経営にとっても重要な、労災保険と雇用保険を合わせた「労働保険」。
京都府料理飲食業福祉厚生事業協会が、この事務処理を代行します。

取り扱い
やってます

連合会ではKICSカードの団体取り扱いを行うととも
に、普及を進めています。クレジットカードの利用が増
加している昨今、KICSは便利なだけでなく、手数料率
や入金頻度など、本当に使えます。メリット多数です。

クレジットカードKICS

加入のお問い合わせは 京都料理飲食業組合連合会☎075(252)0287

ク
ロ
ー
ズ
ド
キ
ッ
チ
ン
な
の
で
客
席
か
ら
は
見
え
な
い
が
、
豪
快
に

煽
る
中
華
鍋
の
動
き
、
踊
る
具
材
、
炎
の
様
子
は
、
中
華
料
理
の
醍

醐
味
だ 無

手
勝
流
も
匠
の
技
に

「
ジ
ワ
り
、
ビ
リ
り
」
な
辛
さ

龍香（ろんしゃん）
京都市右京区梅津南上田町14　☎075（881）9131
火～土11:30～14:30・17:00～24:00　日祝11:30～14:30・17:00～22:00／月休

昭和60年創業。焼き、揚げ、茹での餃子も、12種あるラーメンや五目そば、担々麺など
の麺類も名代で、一度や二度では選びきれないメニューの多さがリピーターを生む。100
種近くの多さを誇る出前で知られた1軒でもあり、専任スタッフも。店名は「母と相談して、
イメージで決めたので特に意味はないんです（笑）」とのこと

　

中
国
飯
店
と
い
う
店

を
無
手
勝
流
で
母
と
と

も
に
引
き
継
ぎ
、
改
め

辛
子
炒
め
の
ひ
と
つ
だ
。

「
レ
バ
ー
も
豚
も
あ
る
ん

で
す
が
鶏
が
一
番
の
人

気
で
」
と
い
う
、
賽
の

目
に
切
っ
た
鶏
モ
モ
肉

と
茄
子
を
素
揚
げ
に
し
、

み
じ
ん
切
り
に
し
た
ニ

ン
ニ
ク
、豆
板
醤
、一
味
、

コ
シ
ョ
ウ
と
炒
め
る
。

ネ
ギ
の
み
じ
ん
切
り
や

筍
、
飾
り
切
り
し
た
人

参
も
加
え
て
、
鶏
ガ
ラ
、

ニ
ン
ニ
ク
、
生
姜
、
玉

ね
ぎ
だ
け
で
と
っ
た

ス
ー
プ
、
酢
、
砂
糖
、
醤

油
で
味
を
調
え
る
。「
材

料
も
料
理
法
も
、
そ
ん

な
特
別
な
こ
と
を
し
て

る
訳
じ
ゃ
な
い
ん
で
す

よ
」
と
は
言
う
も
の
の
、

火
の
通
り
を
考
え
る
と

鶏
肉
の
素
揚
げ
は
低
温

で
、
茄
子
は
高
温
で
そ

れ
ぞ
れ
揚
げ
ね
ば
な
ら

ず
、
同
じ
中
華
鍋
で
火

て
創
業
し
て
40
年
。
店

主
の
松
田
優
さ
ん
曰
く
、

「
当
時
は
コ
ン
ビ
ニ
も
な

い
よ
う
な
頃
で
し
た
ね
。

当
初
は
お
好
み
焼
き
を

や
り
た
か
っ
た
ん
で
す

け
ど
ね
（
笑
）」
だ
っ
た

が
、
ほ
ど
な
く
中
華
に

開
眼
。
四
川
料
理
の
名

店
に
勤
め
る
友
人
の
教

え
も
得
て
、
３
〜
40
種

だ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
も
今

で
は
１
５
０
種
ま
で
に

増
え
た
。

　

中
で
も
考
案
し
て
か

ら
30
年
以
上
、
ず
っ
と

人
気
上
位
に
君
臨
す
る

の
が
同
メ
ニ
ュ
ー
。
魚

香
（
ユ
イ
シ
ャ
ン
）
と

呼
ば
れ
る
ニ
ン
ニ
ク
唐

加
減
、
温
度
調
節
、
タ

イ
ミ
ン
グ
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
は
長
年
培
っ
た

技
だ
。

　
「
四
川
料
理
を
習
い
は

し
ま
し
た
が
、
自
分
は

も
と
も
と
辛
い
の
は
苦

手
で
（
笑
）」
と
い
う
が
、

激
辛
イ
ン
パ
ク
ト
で
は

な
く
、
食
べ
て
い
る
間

に
「
ジ
ワ
ビ
リ…

」
と

訪
れ
る
辛
さ
に
、
素
材

と
調
理
の
正
し
い
数
式

が
あ
る
と
み
た
。

「
鶏
肉
と
ナ
ス
の
ニ
ン
ニ
ク
唐
辛
子
炒
め
８
５
０
円
」。
酒
の
ア
テ
に

よ
し
、
も
ち
ろ
ん
ご
は
ん
の
相
棒
に
も
よ
し
、
世
代
を
問
わ
な
い
一

皿
。「
店
に
テ
レ
ビ
と
、
出
前
が
あ
る
の
が
中
華
料
理
の
特
徴
か
も
」

と
い
う
と
お
り
、
出
前
が
大
人
気
の
店
で
も
あ
る

京都府料理飲食業
福祉厚生事業協会定時総会
京都府料理飲食業組合連合会

理事会が開催
　

去
る
令
和
５
年
５
月
29
日

（
月
）、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
京
都

に
お
い
て
、
京
都
府
料
理
飲
食

業
福
祉
厚
生
事
業
協
会
の
定
時

総
会
、
な
ら
び
に
京
都
府
料
理

飲
食
業
組
合
連
合
会
の
理
事
会

が
、
そ
れ
ぞ
れ
午
後
３
時
、
午

後
４
時
か
ら
行
わ
れ
た
。
参
加

者
は
そ
れ
ぞ
れ
15
名
、
21
名
。

　

そ
れ
ぞ
れ
令
和
４
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
、
ま
た
令
和

５
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予

算
案
な
ど
全
て
承
認
さ
れ
た
。

連
合
会
に
つ
い
て
は
退
任
に
よ

る
常
任
理
事
を
１
名
補
充
、
中

東
久
雄
氏
が
就
任
、
ま
た
来
る

９
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
創
立

１
０
０
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀

会
に
つ
い
て
の
計
画
、
予
算
が

報
告
さ
れ
た
。

　

今
回
は
連
合
会
の
税
務
関
連

の
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
一
般

社
団
法
人
化
を
進
め
る
提
案
が

な
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

新
た
な
発
想
で
事
業
を

麺
類
生
衛
総
会

　

５
月
25
日
に
は
京
都

府
麺
類
生
活
衛
生
同
業

組
合
（
三
嶋
吉
晴
理
事

長
）
が
ホ
テ
ル
オ
ー
ク

ラ
京
都
に
て
、
第
65
回

通
常
総
会
を
行
っ
た
。

14
名
が
参
加
。

　

令
和
４
年
度
事
業
報

告
、
決
算
報
告
、
令
和

５
年
度
事
業
計
画
案
、

収
支
予
算
案
な
ど
、
議

事
は
全
て
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
後
は
同
ホ
テ
ル

の
17
階
に
会
場
を
移
し

懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

昨
年
の
総
会
で
副
理
事

長
、
常
任
理
事
、
理
事

の
人
数
を
ス
リ
ム
化
し

役
員
改
選
、改
革
を
行
っ

て
お
り
、
組
合
運
営
の

継
続
に
つ
い
て
三
嶋
理

事
長
は「
難
局
で
は
あ
っ

た
が
、
何
と
か
プ
ラ
ス

に
転
じ
て
い
き
た
い
。

新
し
い
発
想
の
事
業
を

考
え
て
、
組
合
員
増
強

を
図
り
た
い
」
と
挨
拶

し
た
。

　

懇
親
会
で
は
各
組
合

員
、
来
賓
ら
が
懇
親
を

深
め
る
と
と
も
に
、
地

上
約
60
ｍ
か
ら
の
初
夏

の
夕
景
を
楽
し
ん
だ
。

箸
や
す
め

先
日
、
久
し
ぶ
り
に
電
車
に

乗
っ
た
。
通
勤
時
で
も
あ
り
、

す
し
詰
め
と
は
言
わ
ぬ
ま
で

も
、
そ
れ
な
り
の
乗
車
率
で
あ

る
。
車
内
の
マ
ス
ク
着
用
率
は

８
割
か
、
９
割
近
く
と
い
っ
た

と
こ
ろ
か
。◆
海
外
か
ら
の
旅

行
客
が
戻
っ
た
先
斗
町
。
満
員

電
車
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
お
馴

染
み
の
風
景
で
あ
る
。
マ
ス
ク

着
用
率
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
。
通
勤
時

間
の
電
車
内
を
、
彼
ら
は
ど
う

見
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
◆
個
人

的
に
は
マ
ス
ク
は
外
す
よ
う
に

し
て
い
る
が
、
電
車
内
で
は

バ
ッ
グ
の
中
に
忍
ば
せ
た
マ
ス

ク
を
そ
っ
と
着
用
。「
我
も
ひ

と
り
の
日
本
人
か…

」
と
、
複

雑
な
気
持
ち
で
マ
ス
ク
越
し
に

た
め
息
を
ひ
と
つ
。

京  都  料  理  飲  食  新  聞（１）２０２３年（令和５年）６月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３５８号

https://www.kyo-ryoinren.com

京   都   料   理   飲   食   新   聞
京都府料理飲食業組合連合会　〒604-0951 京都市中京区二条通富小路東入ル 京都料飲国保会館2F　TEL.075-252-0287　FAX.075-252-0288　発行人：園部平八　編集人：竹中 聡
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令
和
５
年
度 

第
１
回
三
役
会

並
び
に
第
１
回
理
事
会
開
催

よ
う
や
く
光
が
見
え
て
き
た

伏
見
料
飲
組
合
定
時
総
会

　

去
る
令
和
５
年
４
月

25
日
（
火
）
午
後
４
時

よ
り
、
清
和
荘
に
お
い

て
伏
見
料
理
飲
食
業
組

合
が
本
年
度
の
定
時
総

会
を
行
っ
た
。
本
城
忠

宏
理
事
長
以
下
、
17
名

が
参
加
。

　

事
業
報
告
、
収
支
決

算
報
告
、
ま
た
事
業
計

画
案
、
予
算
案
な
ど
が

全
て
承
認
さ
れ
、
本
城

理
事
長
は
「
過
渡
期
で

は
あ
る
が
、
よ
う
や
く

光
が
見
え
て
き
た
」
と

挨
拶
し
、
続
い
て
同
所
で

行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は

「
伏
見
は
ざ
っ
く
ば
ら
ん

な
組
合
、
制
限
ナ
シ
の

懇
親
会
は
真
骨
頂
」
と

語
り
、
こ
の
４
月
に
就
任

し
た
ば
か
り
の
上
田
純
子

伏
見
区
長
ら
を
来
賓
に

迎
え
、
親
睦
を
深
め
た
。

新
規
単
位
組
合
計
画
な
ど
を
発
表

令
和
４
年
度 
第
56
期 

通
常
総
代
会

　

左
下
の
役
員
会
を
受

け
、
去
る
令
和
５
年
５

月
25
日
（
木
）
午
後
４

時
よ
り
、Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お

い
て
通
常
総
代
会
が
開

催
さ
れ
た
。
出
席
者
は

32
名
。
令
和
４
年
度
の

事
業
、
収
支
決
算
、
並

び
に
令
和
５
年
度
の
事

業
計
画
案
、
収
支
予
算

案
な
ど
全
て
承
認
さ
れ

た
。

　

牧
野
順
二
理
事
長
は

開
会
の
挨
拶
で
、「
京
都

府
と
対
等
に
堂
々
と
渡

り
合
い
、
組
合
員
の
声

を
反
映
さ
せ
る
一
歩
に

な
っ
た
の
は
、
逆
説
的

で
は
あ
る
が
コ
ロ
ナ
効

果
だ
っ
た
」
と
語
り
、

ま
た
「
組
合
員
数
の
減

少
に
危
機
感
を
感
じ
て

青
年
会
を
立
ち
上
げ
た

が
、
さ
ら
に
新
し
い
単

位
組
合
の
設
立
を
考
え

て
い
る
」
と
し
、
既
存

組
合
か
ら
の
移
籍
で
は

な
く
、
完
全
新
規
の
組

合
員
で
の
設
立
計
画
を

明
か
す
な
ど
、
密
度
の

濃
い
総
会
と
な
っ
た
。

　

ま
た
役
員
改
選
期
で

あ
り
、
新
た
な
副
理
事

長
に
中
谷
安
志
氏
が
、

常
務
理
事
・
会
計
に
藤

田
恒
二
郎
氏
が
、
常
務

理
事
に
佐
々
木
邦
泰
氏
、

竹
内
文
都
氏
が
、
理
事

に
村
上
善
彦
氏
、
公
手

弥
氏
、
今
康
悟
氏
、
三

浦
崇
氏
、
阪
本
譲
氏
が
、

監
事
に
奥
村
邦
夫
氏
、

恒
川
浩
史
氏
が
そ
れ
ぞ

れ
就
任
し
た
。

　

総
会
後
は
同
所
で
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
、
来

賓
ら
と
と
も
に
賑
々
し

く
交
流
を
行
っ
た
。

京
都
府
飲
食
業
生
活
衛
生

同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
５
２
）３
１
４
５

﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）０
６
６
８

令
和
５
年
度 

第
２
回
理
事
会

及
び
第
57
期
通
常
総
会
を
開
催

　

去
る
令
和
５
年
５
月

15
日
（
月
）、
午
後
２
時

30
分
よ
り
、
料
飲
国
保

会
館
会
議
室
に
お
い
て

第
２
回
理
事
会
及
び
第

57
期
通
常
総
会
（
書
面

会
議
）
が
開
催
さ
れ
た
。

　

８
名
が
出
席
し
、
簡

潔
な
形
で
行
わ
れ
た
。

各
議
題
に
つ
い
て
報
告
説
明
の
後
、
可
決
決
定
さ
れ
、
午
後
４
時
に
終
了
し
た
。

令
和
５
年
度 

賛
助
商
社
会

役
員
会
を
開
催

　

通
常
総
会
に
先
だ
っ

て
去
る
令
和
５
年
４
月

19
日
（
水
）
午
後
２
時

よ
り
、
料
飲
国
保
会
館

会
議
室
に
て
賛
助
商
社

会
役
員
会
を
開
催
し
た
。

　

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
㈱
、

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
、
月

桂
冠
㈱
、
㈱
廣
記
商
行

の
役
員
４
名
が
出
席

し
、
行
わ
れ
た
。

京
都
府
中
華
料
理

生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通

富
小
路
東
入
ル

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈

０
７
５（
２
２
２
）２
５
８
０

◎ 

役
員
の
件

◎ 

会
費
の
件　

◎ 

令
和
４
年
度

　

 

収
支
報
告
の
件

議　

題

⑴
第
１
回
理
事
会 

議
事
録
の
報
告

⑵
令
和
４
年
度
議
案
の
報
告
精
査

第
１
号
議
案
か
ら

第
７
号
議
案
を
議
決

⒈ 

商
社
会
会
長
人
選
に
つ
い
て

⒉ 

連
合
会
広
告
料
に
つ
い
て

⒊ 

事
務
員
給
与
に
つ
い
て

⒋ 

会
議
費
及
び

　

 

理
事
長
交
通
費
に
つ
い
て

⒌ 

そ
の
他

令
和
４
年
度
総
会
資
料
議
案

書
面
決
議
に
つ
い
て

理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

副
理
事
長

常
務
理
事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

上
野
博
史

宮
路　

保

矢
野
義
雄

杉
山
公
和

松
下
貞
幹

浜
村
吉
行

石
原
健
雄

中
村　

守

候　

志
剛

国
広
博
康

名
嘉
和
海

加
藤
秀
雄

加
地
賢
治

報
告
・
議
題

２
０
２
３
年
度
新
役
員
名
簿

　

去
る
令
和
５
年
４
月

26
日（
水
）
に
「
木
屋
町

廣
川
」
に
お
い
て
、
令

和
５
年
度
第
１
回
三
役

会
並
び
に
理
事
会
が
開

催
さ
れ
た
。
三
役
会
は

理
事
長
ほ
か
８
名
が
出

席
、
理
事
会
は
理
事
16

名
が
出
席
し
た
。
三
役

会
で
は
理
事
会
議
案
の

確
認
が
行
わ
れ
た
。

　

全
て
の
議
案
、
報
告

事
項
に
つ
い
て
承
認
さ

れ
、
そ
の
他
の
項
目
で

は
牧
野
理
事
長
か
ら
今

後
の
組
合
の
発
展
に
向

け
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
話

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
懇

親
会
で
は
、
八
木
相
談

役
の
乾
杯
挨
拶
の
あ
と
、

同
店
自
慢
の
料
理
を
楽

し
み
、
会
話
も
弾
み
親

睦
を
深
め
合
っ
た
。
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式
庖
丁
を
披
露
、
奉
り

山
蔭
神
社
例
大
祭
を
斎
行

　

去
る
令
和
４
年
５
月

８
日
（
月
）、
吉
田
神
社

の
摂
社
で
あ
る
山
蔭
神

社
に
お
い
て
例
大
祭
が

行
わ
れ
、
髙
橋
英
一
敬

神
会
会
長
、
寺
田
紳
一

京
都
料
理
組
合
長
ら
総

勢
19
名
が
参
集
、
各
員

が
お
祓
い
を
受
け
神
饌

を
奉
納
、
神
職
が
祝
詞

を
奏
上
、
各
員
が
玉
串

を
奉
っ
た
。
ま
た
こ
の

例
祭
で
は
笙
や
篳
篥
（
ひ

ち
り
き
）
の
調
べ
と
と

も
に
生
間
流
式
庖
丁
を

奉
っ
た
。
晴
天
に
も
恵

ま
れ
、
今
年
も
多
く
の

見
物
客
が
山
蔭
神
社
を

囲
ん
だ
。

　

例
祭
後
の
直
会
で
は

髙
橋
会
長
が
、
例
祭
の

お
よ
そ
１
カ
月
前
の
４

月
12
日
に
亡
く
な
っ
た

澤
井
隆
男
宮
司
に
つ
い

て
「
ご
体
調
に
つ
い
て

は
気
に
し
て
い
た…

。

長
年
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
追
悼
と

感
謝
の
意
を
述
べ
た
。

３
年
ぶ
り
に
、
存
分
に

料
理
生
衛
総
会

　

去
る
令
和
５
年
５
月

26
日
（
金
）
午
後
５
時

よ
り
、
鶴
清
に
お
い
て

令
和
５
年
度
通
常
総
会

が
京
都
府
文
化
生
活
部

西
村
美
紀
副
部
長
、
京

都
市
保
健
福
祉
局
医
療

衛
生
推
進
室
南
秀
明
医

療
衛
生
担
当
部
長
ら
を

招
い
て
行
わ
れ
、
組
合

員
を
は
じ
め
27
名
が
参

加
し
た
。

　

令
和
４
年
度
事
業
報

告
、
収
支
決
算
、
令
和

５
年
度
事
業
計
画
案
、

収
支
予
算
案
な
ど
、
全

て
の
議
案
が
承
認
さ
れ

た
。

　

ま
た
今
期
は
役
員
改

選
期
で
あ
り
、
新
た
な

理
事
に
松
井
薫
氏
が
、

監
事
に
田
村
國
勝
氏
が

就
任
し
た
。
他
、
理
事

長
以
下
、
３
名
の
副
理

事
長
が
留
任
、
常
務
理

事
を
１
名
補
充
、
堀
場

弘
之
氏
が
就
任
し
た
。

　

総
会
後
は
同
所
の
大

広
間
に
て
懇
親
会
が
行

わ
れ
、
来
賓
ら
を
迎
え
、

45
名
が
参
加
し
、
親
睦

を
深
め
た
。

　

懇
親
会
の
挨
拶
で
は

園
部
平
八
理
事
長
が
「
昨

年
以
上
に
、
何
の
制
限

も
な
い
宴
会
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

令
和
４
年
度
の
医
療
費
は
12
億
円
超
え

〜
１
人
当
た
り
医
療
費
は
過
去
最
高
に
〜

　

令
和
４
度
の
医
療
費

は
12
億
２
千
万
円
を
超

え
、
被
保
険
者
１
人
当

た
り
平
均
医
療
費
は
過

去
最
高
だ
っ
た
令
和
３

年
度
と
比
べ
て
４
・
２
％

増
の
18
万
５
４
９
９
円

と
過
去
最
高
額
を
更
新

し
ま
し
た
。
令
和
２
年

度
は
受
診
控
え
等
に
よ

り
医
療
費
は
低
下
し
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
長
引

く
な
か
で
３
年
度
・
４

年
度
に
か
け
て
、
心
疾

患
や
脳
血
管
障
害
、
が

ん
、
生
活
習
慣
病
等
に

よ
る
手
術
や
入
院
費
用

等
が
増
加
し
た
こ
と
が

要
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

参
考
ま
で
に
、
令
和
元

年
度
以
降
の
医
療
費
支

払
と
保
険
料
収
入
と
の

比
較
推
移
を
表
に
し
て
い

ま
す
が
、
医
療
費
が
保

険
料
の
伸
び
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
た
め
に
、

国
保
財
政
の
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
も
、
保

険
料
を
上
げ
な
い
よ
う

に
医
療
費
の
抑
制
が
大

き
な
課
題
で
す
。
健
康

診
断
に
よ
る
疾
病
の
早

期
発
見
や
早
期
治
療
に

よ
り
重
症
化
を
抑
え
る

と
と
も
に
、
睡
眠
や
休

養
、
適
度
な
運
動
等
に

よ
る
生
活
習
慣
の
改
善

に
よ
る
健
康
づ
く
り
の

取
組
を
進
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
は
、

14
日
以
内
に
各
所
属
組
合
へ
お
届
け
下
さ
い
！

◆
従
業
員
を
雇
わ
れ
た
と
き
、
従
業
員
が
辞
め
ら
れ
た
と
き

◇
事
業
主
を
変
更
す
る
と
き
、
事
業
所
の
名
称
や
住
所
等
を
変
更
す
る
と
き

◆
住
民
票
に
変
更
（
家
族
の
方
の
転
入
や
転
出
、
氏
名
、
住
所
等
の
変
更
）
が
あ
っ

た
と
き

◇
家
族
の
方
が
他
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
と
き
、
辞
め
ら
れ
た
と
き
等
々

40
歳
代
以
上
の
約
半
数
が

歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
ま
す
！

　

６
月
４
日
〜
10
日
は

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」

で
す
。
お
口
の
健
康
は
、

全
身
の
健
康
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま

で
も
元
気
に
過
ご
す
た

め
に
、
毎
日
の
歯
磨
き

等
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と
歯

科
医
や
歯
科
衛
生
士
等

の
専
門
家
に
よ
る
ケ
ア

に
よ
り
「
お
口
の
健
康

を
守
る
習
慣
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　

歯
周
病
は
プ
ラ
ー
ク

（
歯
垢
）
内
の
歯
周
病
菌

に
よ
っ
て
、
歯
ぐ
き
に

炎
症
が
起
こ
る
病
気
で
、

そ
の
炎
症
に
よ
っ
て
出

て
く
る
毒
性
物
質
が
歯

肉
の
血
管
か
ら
全
身
に

入
り
、
糖
尿
病
や
心
筋

梗
塞
等
の
病
気
を
引
き

起
こ
し
た
り
悪
化
さ
せ

る
原
因
と
な
り
ま
す
。

歯
周
病
の
予
防
治
療
を

行
う
こ
と
で
、
全
身
の

様
々
な
病
気
の
リ
ス
ク

を
下
げ
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
特
に
喫
煙
者
は

非
喫
煙
者
の
２
〜
８
倍

歯
周
病
に
か
か
り
や
す

く
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
歯
と
全
身
の
健

康
の
た
め
に
も
、
一
日

も
早
い
禁
煙
を
！

◇
定
期
的
な
歯
科
健
診

で
安
心
！ 

歯
科
健
診
で
歯
周
病
や

む
し
歯
を
早
期
に
発
見

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

料
飲
国
保
で
は
、
歯
科

健
診
費
用
を
助
成
（
20

歳
以
上
：
年
度
内
１
回

４
４
０
０
円
。
償
還
払

い
）
し
て
い
ま
す
の
で
、

事
前
に
料
飲
国
保
組
合

ま
で
電
話
で
申
請
し
て

か
ら
ご
利
用
下
さ
い
。

第462号

京
都
料
理
飲
食
業
国
民
健
康
保
険
組
合

編
集
人　

石
谷
彰
男

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
５（
２
５
６
）３
３
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
５（
２
５
６
）６
４
３
８

医療費の支払状況
年度 年　間

10億9,615万8千円 161,647円 ―

前年比被保険者
1人当たり

R元

9億6,560万4千円 147,375円 91.2％R2

11億3,989万7千円 177,970円 120.8％R3

12億2,187万9千円 185,499円 104.2％R4

保険料の状況（減免前）
年度 年　間

10億   28万6千円 147,644円 ―

前年比被保険者
1人当たり

R元

9億8,034万1千円 149,578円 101.3％R2

9億4,609万1千円 147,711円 98.8％R3

11億4,791万1千円 174,269円 118.0％R4

１人当たり年間医療費と保険料

200,000
（円）

■1人当たり医療費　  ■1人当たり保険料

150,000

100,000

50,000

0
R元 R2 R3 R4

    

京
都
府
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
料
理
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
１
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
２
１
）５
８
３
３　
﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）４
６
３
９
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中華料理 大珉（ちゅうかりょうり だいみん）

京都市伏見区東町207-3
TEL.075（611）5550

枡野　正晃

大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
か

　
　
　
　
　

名
所
巡
り
を
し
て
ま
す Masuno  Masaaki

＼ ／

小学校時代から皿洗いや出前を手伝い、今まで苦労
と思ったことはない。ただひとつ、「横着せんと、地
域活動とか子供のスポーツクラブの朝練とか、手伝っ
てきました」。生まれ育った家でもあるこの地と、ご
近所お馴染みを粗末にしないこと。それが客筋を保
つ秘訣だ。常客のお子さんが撮ってくれた上の写真。
これも、その結晶のひとつだ。

言
い
た
い

放
談

今
月
の

「丹波料理」があると思っているので。

亀
岡
料
飲
連
合
会　

会
長　

木
戸
邦
考

き

ど

く
に 

た
か

こ
の
恵
ま
れ
た
食
材
や
環
境
を

地
元
の
料
理
人
が
ま
ず
気
付
か
な
い
と

街
お
こ
し
と
併
行
し
て

料
理
界
に
も
恩
を
返
そ
う
、
と

　

亀
岡
を
含
む
京
丹
波

は
、
本
当
に
恵
ま
れ
て
い

る
ん
で
す
。
ま
ず
は
日
本

一
と
言
わ
れ
る
松
茸
で
す

よ
ね
。
私
も
子
供
の
頃

か
ら
松
茸
狩
り
を
し
て

ま
す
。
そ
の
日
本
一
と
言

わ
れ
る
松
茸
が
、
往
時

の
３
分
の
１
と
か
、
５

分
の
１
に
減
っ
て
い
る
。

原
因
の
ひ
と
つ
は
桔
梗

も
同
じ
な
ん
で
す
が
鹿
で

す
。
鹿
が
つ
い
ば
ん
で
し

ま
う
。
も
う
ひ
と
つ
は

温
暖
化
。
９
月
に
30
℃

を
上
回
る
夏
の
ぶ
り
返

し
。
こ
れ
が
悪
い
。
で
も

岩
手
や
和
歌
山
で
は
松

茸
を
増
産
し
て
ま
す
。

で
き
る
は
ず
な
ん
で
す
。

　

昔
は
採
っ
て
き
た
松

茸
と
、
飼
っ
て
い
た
鶏
を

つ
ぶ
し
て
山
の
麓
で
宴
会

を
し
た
も
の
で
す
。
秋
の

恒
例
行
事
で
し
た
。
そ

れ
が
「
丹
波
料
理
」
や

と
思
っ
て
ま
し
た
か
ら

ね
。
そ
う
謳
っ
て
い
く
べ

き
だ
し
、
伝
承
も
し
な
い

と
い
け
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
松
茸
や
桔

梗
を
荒
ら
す
鹿
を
獲
ら

な
い
時
代
で
す
。
も
は
や

「
鹿
を
食
う
な
」
と
い
う

風
潮
で
す
。
猪
・
鹿
猟

の
解
禁
は
11
月
15
日
で

す
。
猟
師
に
言
わ
せ
る

と
鹿
は
夏
が
美
味
い
、

と
。
昔
は
人
気
だ
っ
た

ん
で
す
よ
。
１
㎏
７
０
０

０
円
と
か
、
マ
グ
ロ
と

変
わ
ら
な
い
ぐ
ら
い
。

刺
し
で
食
べ
た
ら
抜
群

に
美
味
か
っ
た
。

こ
こ
に
は
「
丹
波
料
理
」
が
あ
る

そ
れ
を
謳
っ
て
い
く
べ
き

　

松
茸
以
外
に
も
、
栗
、

と
ろ
ろ
芋
、
紫
ず
き
ん

…

。
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん

で
す
。
成
功
例
が
ぼ
た

ん
鍋
で
す
。
以
前
に
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
や
っ
た
ん

で
す
。
知
事
に
持
っ
て

い
っ
た
り
ね
（
笑
）。
そ

し
た
ら
出
す
店
が
い
つ

の
間
に
か
増
え
た
（
笑
）。

若
い
カ
ッ
プ
ル
が
食
べ

て
は
る
ん
で
す
よ
（
笑
）。

皆
、
処
理
も
上
手
く
な
っ

て
、
昔
か
ら
の
「
固
い
」

「
臭
い
」
イ
メ
ー
ジ
は
消

え
ま
し
た
。

　

今
は
鮎
に
着
目
し
て

ま
す
。
魯
山
人
が
こ
の

あ
た
り
の
鮎
を
好
ん
だ

ら
し
い
と
い
う
話
が
あ

り
ま
し
て
ね
、
和
知
や

美
山
の
鮎
。
上
桂
よ
り

こ
っ
ち
の
方
が
上
流
で

す
か
ら
ね
（
笑
）。
オ
イ

ル
サ
ー
デ
ィ
ン
み
た
い

に
す
る
の
も
良
い
。

　

問
題
は
地
元
が
豊
富

な
食
材
の
存
在
を
も
っ

と
知
り
、
そ
の
良
さ
を

引
き
出
せ
て
な
い
こ
と

で
す
。
ま
ず
は
気
付
い

て
も
ら
っ
て
、
そ
し
て

亀
岡
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

も
っ
と
広
域
で
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
ね
。
１
店

舗
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
南

丹
市
、
京
丹
波
町
を
含

め
た
２
市
１
町
で
連
携

を
深
め
て
い
く
。

　

父
も
私
も
洛
中
で
修

業
は
し
ま
し
た
が
、「
京

料
理
と
張
り
合
わ
な
く

て
も
、
丹
波
料
理
が
あ

る
」、
こ
の
気
持
ち
を
共

有
し
た
い
で
す
ね
。

次
は
「
鮎
と
言
え
ば
京
丹
波
」

地
元
が
こ
の
恵
み
に
気
付
く
べ
き

　

今
年
４
月
に
就
任
し

ま
し
た
。
当
店
は
昭
和

初
め
の
創
業
で
、
亀
岡

に
は
黄
銅
鉱
の
鉱
山
が

あ
り
ま
し
て
ね
。
時
代

的
に
も
鉱
物
資
源
は
大

切
な
わ
け
で
す
。
鉱
員

と
し
て
人
が
ど
っ
と

や
っ
て
き
て
、
当
時
は

田
舎
で
す
か
ら
食
べ
る

場
所
が
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
祖
母
が
食
堂
を

開
い
た
の
が
始
ま
り
で

す
。
料
理
人
を
目
指
し

た
父
も
出
征
し
た
ん
で

す
が
戦
後
、
店
を
継
ぎ

ま
し
て
料
理
屋
に
。
赴

任
地
は
ス
マ
ト
ラ
で
、

賄
い
方
を
や
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。

　

そ
の
父
も
会
長
を
し

て
ま
し
た
し
、
組
合
と

の
付
き
合
い
は
長
い
ん

で
す
が
、
私
は
と
言
い

ま
す
と
街
お
こ
し
が
好

き
で
、
20
年
以
上
前
か

ら
地
元
商
店
会
の
街
お

こ
し
委
員
長
や
ら
、
い

ろ
い
ろ
と
や
っ
て
ま
し

て
。

　

亀
岡
と
言
え
ば
明
智

光
秀
に
縁
の
地
で
す
。

谷
性
寺
に
首
塚
が
残
る

ん
で
す
が
、
光
秀
の
家

紋
の
桔
梗
。
こ
れ
が
咲

い
て
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、

と
。
桔
梗
の
里
に
し
よ

う
よ
、
と
。
そ
の
よ
う

な
活
動
で
す
ね
。

　

そ
う
い
う
わ
け
で
料

理
界
の
方
は
逃
げ
て
い

ま
し
た
が
（
笑
）、
そ
ろ

そ
ろ
料
理
界
に
お
返
し

を
し
に
ゃ
な
ら
ん
な
と
、

こ
こ
４
〜
５
年
は
考
え

て
い
ま
し
た
ん
で
、
お

受
け
し
ま
し
た
。

亀
岡
料
飲
連
合
会

昭
和
11
年
４
月
設
立

加
盟
店
舗
数
：
58
軒（
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
）

【
事
務
所
】亀
岡
市
余
部
町
宝
久
保
１-

１

亀
岡
商
工
会
議
所
内

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
７
１（
２
２
）０
０
５
３

﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
７
１（
２
５
）１
２
０
０

木
戸 
邦
考

（
き
ど 

く
に
た
か
）

昭
和
初
期
創
業
の
「
宮

本
屋
」
の
三
代
目
。
ソ

ム
リ
エ
で
も
あ
り
、
料

理
人
だ
け
で
な
く
街
お

こ
し
に
長
く
関
わ
り
、

南
丹
市
・
京
丹
波
町
に

も
跨
が
る
「
京
・
来
て

観
て
丹
波
の
会
」
の
会

員
も
務
め
る

京都随一の酪農地から
届いた素敵なお題？

モッツァレラチーズ

　株式会社ミルクファームすぎやま。昭和30年から
三代続く酪農家であり、現在は150頭余りの乳牛を
育てており、24時間搾乳をいち早く導入した。これ
は単なる機械化という技術ではなく、牛が望む搾乳
タイミングを逃さない教育＆オートメーションのシステ
ムだ。「人間と同じで、牛にも『今、搾って』という時
があるんです」と同社の杉山牧さん。京都府立須知
高校（旧京都府農牧学校。日本三大農学校のひとつ）
で食品科学を学び乳加工を専攻。その後、北海道に
渡り十勝のチーズ工房で10年ナチュラルチーズの製
造技術を学び帰郷、チーズ工房を設立、販売を始め
て10年が経つ（牧場、工房での直売はしていない）。
搾りたてのミルクを60℃で殺菌、そして乳酸菌を加
えるのに適した温度に冷まして乳酸菌を投入、水分を
抜いて発酵させ固体化したらまた湯に入れて60gに切
り分ければフレッシュなチーズが完成だ。扱いはモッ
ツァレラチーズ1本勝負。チーズの中ではサッパリ派
だが搾りたてを生かしたしっかりしたミルクの味でコ
クが強い。カプレーゼやナポリピッツァなどなど、今

では様々な料理もお馴染みだが、今回はイタリアンではなく
和食、天ぷらにしてみた。衣を纏わせるだけで、素材の質
がモノを言う。シンプルではあるが衣の粘度（重め推奨）や
揚げ時間（180℃で1分以内）には注意が必要で技術もいる
となれば腕も鳴ろうというもの。さて皆さん、どう使う？

取材協力：株式会社ミルクファームすぎやま
販売：京丹波 味夢の里　船井郡京丹波町曽根深シノ65番地1　☎0771（89）2310

（左）「モッツァレラチーズ」60g451
円。60gとしたのは食べきれるサイ
ズに徹したからだ。オリーブオイル
と塩だけでももちろん美味い。杉
山さん曰く「パスタに入れるなら、
余熱のタイミングで原型を留めて
いるぐらいがおすすめです」
（下）写真の天ぷらは1個の約半分
を使用。一皿680円～750円ぐらい
の幅なら充分現実味もある。塩を
添えたが天つゆでも素材の味は
負けないだろう。「お雑煮のお餅の
代わりでも良いし、お味噌やお出
汁との相性も良いです」とのこと

- ４ -
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